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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は多目的作業用機械であり、専門業務に従事
するプロのオペレータが運転操作することを前提として
製造されています。この製品は、集約的で高度な管理
を受けているゴルフ場やスポーツフィールドの芝生、あ
るいは商用目的で使用される芝生に対する刈り込み作
業を行うことを主たる目的として製造されております。

重重重要要要 こここののの機機機械械械ににに本本本来来来ののの性性性能能能ををを発発発揮揮揮さささせせせ安安安全全全にににおおお使使使いいい
いいいたたただだだくくくたたためめめににに、、、こここのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルににに記記記載載載
ささされれれててていいいるるる内内内容容容ををを十十十分分分にににごごご理理理解解解くくくだだださささいいい。。。適適適切切切ななな講講講習習習
ををを受受受けけけなななかかかっっったたたりりり、、、正正正しししいいい操操操作作作方方方法法法ををを守守守らららなななかかかっっったたたりりり
すすするるるととと、、、けけけがががをををすすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。安安安全全全ななな運運運転転転操操操作作作
ややや安安安全全全確確確保保保のののたたためめめのののヒヒヒンンントトトなななどどどにににつつついいいててて、、、よよよりりり詳詳詳しししいいい
情情情報報報はははこここちちちらららへへへwww.Toro.com。。。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社正規代理店におたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル番号
とシリアル番号をお知らせください。図 1にモデル番号

とシリアル番号を刻印した銘板の取り付け位置を示しま
す。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいい
るるる場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g244253

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人身
事故につながります。事故を防止するため、以下に示
す安全上の注意や安全注意標識のついている遵守事
項は必ずお守りください 「注意」、「警告」、および
「危険」 の記号は、人身の安全に関わる注意事項を
示しています。これらの注意を怠ると死亡事故などの
重大な人身事故が発生することがあります。

この機械は、対応するCEキット適合宣誓書を参
照およびリアウェイトを取り付けることにより EN ISO
5395:2013規格に適合いたしますステップ10後ウェイト
を取り付ける (ページ 16)をご参照ください。

注注注 CE規制適合に必要なデータについては、機械に付
属する適合宣誓書をご参照ください。

この機械は、対応するリアウェイトを取り付けることによ
り ANSI B71.4-2017 規格に適合いたしますステップ10
後ウェイトを取り付ける (ページ 16)をご参照ください。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。
周囲の人や動物を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 運転位置を離れる時は、マシンを停止させ、エンジ
ンを止め、キーを抜き取り、各部が完全に停止した
のを確認してください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください 「注意」、「警告」、および「危険」 の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. 無用の人間を近づけない
でください。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと 爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で火傷の危険
あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decaloemmarkt

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであること
を示す。

decal82-8940

82-8940

1. ロック 3. ロック解除

2. チルトハンドル

decal92-1582

92-1582

モデル 30345 のみ

decal93-6697

93-6697

1. 参照オペレーターズマニュ
アル。

2. 50運転時間ごとに
SAE 80w-90API GL-5オイ
ルを補給すること。

decal93-7272

93-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。
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decal93-7834

93-7834

1. ここに乗らないこと。 4. 走行後退

2. 走行ペダル 5. 警告デッキを上昇させる
前に PTO を停止させるこ
とデッキを上げたままで作
動させないこと。

3. 走行前進

decal93-7841

93-7841

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal105-2511

105-2511

1. 始動方法についてオペレーターズマニュアルを読むこと。

decal105-7179

105-7179

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

2. 駐車ブレーキ

decal106-5976

106-5976

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれ
の危険可動部に近づかないこと。
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decal106-9206

106-9206

1. ホイールトルクの規定値

2. 参照オペレーターズマニュアル。

decal106-9290

106-9290

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. 作動していない 6. PTO 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告 8. ニュートラル 12. 通電で始動ETR
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decal108-2073

108-2073

1. 警告―ROPSを下げると横転に対する保護効果はなくなる。

2. 横転事故の際の怪我や死亡を防止するため、必ず ROPS を
立ててロックし、シートベルトを着用して運転すること。どうし
ても必要なとき以外には ROPS を下げないことROPS を下げ
た状態で乗車する時にはシートベルトを着用しないこと。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと運転はゆっくり慎重に。

decal110-0806

110–0806

decal119-4832

119-4832

1. 高速 3. 低速 5. ホッパー上昇

2. 無段階調整 4. ホッパー下降
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decal119-4840

119-4840

1. PTO — ON 3. デッキ下降 5. エンジン 停止 7. エンジン 始動

2. PTO — OFF 4. デッキ上昇 6. エンジン 作動

decal133-6375

133-6375

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。使用する前に全員
がトレーニングを受けること。

5. ブレードによる手足切断の危険可動部に近づかないこと

2. 警告 ― 車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、キーを抜く
こと。

6. 転倒の危険下り坂ではカッティングユニットを下げ、旋回時には
十分速度を落とし、急旋回をせず、ROPS装着機ではシートベ
ルトを着用すること。

3. 警告必ず聴覚保護具を着用すること。 7. 警告ROPSを立てて運転する時はシートベルトを着用すること。

4. 異物が飛び出す危険人を近づけないようにし、デフレクタを必
ずセットしておくこと。
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decal133-6377

133-6377

decal133-8062

133-8062

decal136-1001

136-1001

1. ヒューズに関する詳しい情
報はオペレーターズマニュ
アルを参照のこと。

4. エンジン 始動

2. ライター 5. エンジン 作動

3. イグニッション
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハンドル 11 カバー 1 ハンドルを取り付ける

取っ手 12 ねじ 2 フードに取っ手を取り付ける

運転席モデル 30398オプションキット 1

3 機械式シートサスペンションキットモデル
30312オプションキットまたはエア式シー
トアサスペンションキットモデル 30313オ
プションキット

1 運転席を取り付ける

シートベルト 1
ボルト7/16 x 1" 2
ロックワッシャ7/16" 24
平ワッシャ7/16" 2

シートベルトを取り付ける

マニュアル保管チューブ 15 R クランプ 2 マニュアル保管チューブを取り付ける

6 必要なパーツはありません。 – ROPSを調整します。

7 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電します。

8 必要なパーツはありません。 – オイルの量を点検します。

9 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

10 リアウェイトキット必要に応じ - 後ウェイトを取り付けます。

11 必要なパーツはありません。 – 重量移動圧を調整します。

ロールピン 1
ボルト5/16 x 1¾" 2
ロックナット5/16" 2
シリンダピン 2
コッターピン 3/16 x 1½" 4

12
ブレーキリターンスプリング 2

アタッチメント用の金具類

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にご覧ください。

エンジンマニュアル 1 エンジン関係の情報を調べるための資料です。

規格適合認定書 1

始動キー 2 エンジンを掛ける。
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警警警告告告
こここのののマママシシシンンンははは、、、PTO ユユユニニニバババーーーサササルルルシシシャャャフフフトトトをををフフフレレレーーームムムににに取取取りりり付付付けけけててて出出出荷荷荷しししててていいいるるる。。。PTO ををを操操操作作作すすするるる前前前
ににに、、、必必必ずずずユユユニニニバババーーーサササルルルシシシャャャフフフトトトををを取取取りりり外外外すすすかかか、、、適適適当当当ななな装装装置置置ををを接接接続続続すすするるるこここととと。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 カバー

手手手順順順
1. 出荷台からハンドルを外す。図 3

g001190

図図図 3

1. ハンドル 4. ウレタン製カラー

2. ジャムナット 5. カバー

3. ダストカバー 6. ワッシャ

2. ステアリングシャフトからジャムナットとワッシャを
外す。

注注注 ウレタン製カラーとダストカバーがシャフトにつ
いていることを確認する図 3。

3. ハンドルとワッシャをステアリングシャフトにはめ
込む (図 3)。

4. ハンドルをシャフトにはめ込んだら、ジャムナット
で固定する 。ジャムナットを 27-35 N·m2.8-3.6
kg.m = 20-26 ft-lbにトルク締めする。

5. ハンドルにカバーを取り付ける(図 3)。

2
フフフーーードドドににに取取取っっっ手手手ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 取っ手

2 ねじ

手手手順順順
1. フードケーブルブラケットをフードの裏側に固定し

ているねじ 2 本とナットを外して捨てる図 4。

g198431

図図図 4

1. フードケーブルブラケット

2. ねじ2本を使って、取っ手とフードケーブルブラ
ケットをフードに取り付ける図 5。
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g198430

図図図 5

1. ハンドル 2. フードケーブルブラケット

3
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席モデル 30398オプションキット

1
機械式シートサスペンションキットモデル 30312オプショ
ンキットまたはエア式シートアサスペンションキットモデ
ル 30313オプションキット

手手手順順順

グランドマスター 3280-D は出荷に際して運転席は取り
付けておりません。オプションとして販売されている運
転席Model No. 30398及び 機械式サスペンションキッ
トModel No. 30312または空気式サスペンションキット
Model No. 30313を取り付けてください。取り付け要領
については運転席キットを参照してください。

注注注 シートサスペンションに運転席を取り付ける前に 5
マニュアル保管チューブを取り付ける (ページ 13)を
参照してください。

4
シシシーーートトトベベベルルルトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 シートベルト

2 ボルト7/16 x 1"

2 ロックワッシャ7/16"

2 平ワッシャ7/16"

手手手順順順

注注注 ベルトのラッチ側が運転席の右側にくるように取
り付けること。

g012266

図図図 6

1. シートベルトラッチ

1. シートベルトラッチの各端部を、運転席後ろの穴
に取り付けるボルト7/16 x 1"2 本、平ワッシャ
7/16"、ロックワッシャ7/16"を使用する図 6。

2. ボルトを61-75 N·m3.7-4.6 kg.m = 45-55 ft-lbに
トルク締めする。
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5
マママニニニュュュアアアルルル保保保管管管チチチュュューーーブブブををを取取取
りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 マニュアル保管チューブ

2 R クランプ

手手手順順順
1. 座席プレートに付いている筒とクランプを取り外

す。

注注注 取り付けボルト2本と平ワッシャは捨てる。

2. 上シートブラケットをシートサスペンションの左側
に固定しているナット2個とビニルキャップを取り
外す既に取り付けていた場合図 7。

3. 今はずしたナット2個で、Rクランプをシートブラ
ケットのスタッドに仮止めする図 7。

注注注 シートサスペンションタブの下にRクランプを
セットする。

g001888

図図図 7

1. R クランプ 4. マニュアル保管チューブ

2. 上シートブラケット 5. ビニルキャップ

3. シートサスペンション

4. クランプに筒を取り付け、ナットを締め付ける (図
7)。

5. シートブラケットのスタッドにビニルキャップを取
り付ける。

6
ROPSををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 保護バーについているヘアピンコッターを外して、

ついているピン2本を抜き取る図 8。

g001199

図図図 8

1. ROPS 3. ヘアピンコッター

2. ピン

2. 横転保護バーを立て、ピン2本で固定し、ピンが
外れないようにヘアピンコッターで固定する図 8。

注注注 ROPS横転保護バーは効果の高い安全装置
です。常時立てた位置にロックしておいてくださ
い。どうしても必要な場合以外にはROPSを降ろ
さないでください。

重重重要要要 ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトト
ベベベルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。
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7
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

バババッッッテテテリリリーーーににに電電電解解解液液液ををを入入入れれれるるる

警警警告告告
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを
起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルやややめめめがががねねねとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保
護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーににに最最最初初初ににに入入入れれれるるる電電電解解解液液液ははは必必必ずずず比比比重重重
1.265 のののももものののををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 機体からバッテリーを取り外す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解液液液ををを
入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合、、、機機機
体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャップを
取り外す (図 9)。

g001196

図図図 9

1. キャップ

3. 各セルの電極板が液面下 6 mm 程度に水没する
まで、電解液を慎重に入れる図 10。

g001197

図図図 10

1. 電解液

4. 電解液が電極板に吸収されるまで、20-30 分
間待つ。

注注注 必要に応じて、電極板が 6 mm 程度水没する
まで電解液を補充する図 10。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる
1. 充電器に接続し、充電電流を 3-4 A にセットす

る。3-4 Aで充電する。電解液の比重が 1.250
以上、液温が 16°C 以上、全部の電極板から泡
が出ていれば充電終了である。

2. 充電が終わったら、チャージャのプラグをコンセ
ントから抜き、その後にチャージャのリード線を
バッテリー端子から外す。

注注注 過充電を行うと電解液から大量のガスが噴出
し、液がふきこぼれて機体を激しく腐食させる
恐れがある。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。
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バババッッッテテテリリリーーーををを機機機体体体ににに取取取りりり付付付けけけるるる

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意
すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

1. バッテリーを機体に取り付ける。

2. プラス赤ケーブルをバッテリーの端子に取り付
け、上からゴムカバーを被せる図 11。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルををを正正正しししくくくバババッッッテテテリリリーーーににに
接接接続続続すすするるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

g033894

図図図 11

1. プラス 3. 機体正面

2. マイナス

注注注 バッテリーケーブルが鋭利な角や可動部の近
くを通らないように配慮してください。

3. マイナスケーブル黒をバッテリーのマイナス端
子に取り付ける図 11。

8
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
• 初めてエンジンを作動させる前と後に、エンジンオ

イルの量を点検する エンジンオイルの量を点検す
る (ページ 44)を参照。

• エンジンを初めて作動させる前に、後アクスルオイ
ルを点検する4 輪駆動マシンのみ リアアクスルオイ
ルの点検 (ページ 51) を参照。

• エンジンを初めて作動させる前に、双方向クラッチ
オイルを点検する4 輪駆動マシンのみ 双方向クラッ
チの潤滑油の点検 (ページ 52) を参照。

• エンジンを始動する前に冷却液の量を点検する 冷却
系統と冷却液の量を点検する (ページ 57)を参照。

• エンジンを始動する前に、油圧オイルの量を点検す
る 油圧系統と油圧オイルの量を点検する (ページ
63) を参照。

9
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検する (ペー
ジ 27)を参照。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを正正正しししくくく維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以
下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。
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10
後後後ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

- リアウェイトキット必要に応じ

手手手順順順

モデル 303442輪駆動には 98 kg、モデル 303454輪
駆動には 23 kgのリアウェイトを出荷時に搭載してお
り、これによって本体のみの場合にはEN ISO 規格
5395:2013、及び ANSI B71.4-2017規格に適合いたし
ます。アタッチメントを取り付ける時は、表 に従って適
切なウェイトを追加して、各規格への適合を維持してくだ
さい。必要なパーツを弊社代理店からご購入ください。

注注注 弊社製品以外のキットを取り付ける場合には必ず事
前に弊社代理店にご相談ください。
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ウウウェェェイイイトトト一一一覧覧覧表表表 1出出出荷荷荷時時時ににに 98 kgののの後後後ウウウェェェイイイトトトががが搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるるマママシシシンンンおおおよよよびびび出出出荷荷荷時時時ににに 23kgののの後後後ウウウェェェイイイトトト
ががが搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるるマママシシシンンンににに必必必要要要とととなななるるる後後後ウウウェェェイイイトトト

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 追追追加加加すすすべべべききき後後後
部部部ウウウェェェイイイトトト

左左左側側側ににに必必必要要要ななな
ウウウェェェイイイトトト

ウウウェェェイイイトトトのののパパパーーー
ツツツ番番番号号号

ウウウェェェイイイトトトののの名名名称称称 数数数量量量

52" 側方排出デッキ 0kg 0kg - - -

*77-6700 34kg ホイールウェイト 1
92-9670 ブラケットキット 1

52" 側方排出デッキに0.425
m³ ホッパーを装着

0kg 66kg*

24-5780 リアウェイトキット 1
60" 側方排出デッキ 16kg** 0kg 24-5790 リアウェイト、16kg 1

または 60-9870 ボルト½ x 4½" 2
62" ベースに後部排出キット付き 3253-7 ロックワッシャ½" 2

または 3217-9 ナット½" 2
62" 側方排出デッキ

16kg 34kg* *77-6700 34kg ホイールウェイト 1
24-5790 リアウェイト、16kg 1
60-9870 ボルト½ x 4½" 2
3253-7 ロックワッシャ½" 2

60"152 cm側方排出デッキに
0.4 m3 ホッパーを装着

3217-9 ナット½" 2
132-8149 23kg ホイールウェイト 1

両方のウェイトを左前輪
に装着する

4

325–18 ボルト

ホイールウェイト用

92–9670 ブラケットキット 1
24–5790 リアウェイト、16kg 1
60-9870 ボルト½ x 2¼" 2
3253-7 ロックワッシャ½" 2

62" 側方排出デッキに0.425
m³ ホッパーを装着

0kg 39kg

3217-9 ナット½" 2
72"4 キャスタ側方排出デッキ 24-5780 リアウェイトキット 1

または

72" ベースに後部排出キットま
たはガーディアンキット付き

または

72" 4 キャスタガーディアン
リサイクラデッキ

32kg 0kg

プロフォースブロアアダプタ
キットCE非適合

95kg 0kg 24–5780 リアウェイトキット 3

冬用キャブとトロ製Vプラウ 64kg 0kg 24-5780 リアウェイトキット 2
冬用キャブと***Erskine 社

製除雪機
111kg 0kg 24–5790 リアウェイト、16kg 1

24-5780 リアウェイトキット 3
60-9870 ボルト½ x 2¼" 2
3253-7 ロックワッシャ½" 2
3217-9 ナット½" 2

冬用キャブと***MB ロータ
リーブルーム

175kg 0kg 24–5790 リアウェイト、16kg 1

24-5780 リアウェイトキット 5
60-9870 ボルト½ x 2¼" 2
3253-7 ロックワッシャ½" 2
3217-9 ナット½" 2

*左車輪に 34kg のホイールウェイトが必要 — 0.4m3

ホッパーに付属

**ユニバーサルサンシェード装着車の場合は 16kg の
リアウェイトを装着することが必要

***提携会社製のアタッチメントANSI B71.3-2005 適
合製品です
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11
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの重重重量量量移移移動動動ののの
調調調整整整ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
昇降マニホルドについている重量移動バルブを調整する
ことにより、刈り込みデッキの重量をトラクションユニット
に移動させる油圧の大きさを変更することができます。
凹凸の多いターフを刈り込んだ時におきるデッキのバウ
ンドが最も小さくなるが、平らな場所でデッキがターフに
強く押し付けられることのない程度に調整してください。

• 凹凸のあるターフを刈り込む時の地表追従性を向
上させたい場合には、重量移動油圧の大きさが 小小小
さささくくくなるように昇降マニホルドで調整します。

注注注 重量移動用の油圧が高すぎると、刈り込みデッ
キのキャスタが宙に浮いてしまいます。

• 平らな場所での刈り込み時に芝を削ってしまう場合
や、左右の刈り上がりが同じでない場合には、
重量移動が 大大大きききくくくなるように昇降マニホルドで調
整します。

注注注 重量移動の油圧を大きくすると、刈り込みデッ
キのキャスタに掛かっている重量がトラクションユ
ニットに移るので、トラクションユニットの走行濃
緑が高くなります。

重量移動用の油圧の調整は以下の手順で行います

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、刈
り込みデッキを降下させ、エンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. 機体下部右側フレームチャネルの内側、前アクス
ルの後ろにある昇降マニホルドを探し出す図 12。

g034107

図図図 12

3. 昇降マニホルドの後部にあるテストポートに圧力
計を接続する図 13。

g035498

図図図 13

1. 昇降マニホルド 3. 重量移動スプールから
キャップを外す

2. テストポート

4. 昇降マニホルドの前部にある重量移動スプール
についているキャップを外す図 13。

5. スプールの底部についているジャムナットをゆる
める図 13。

6. エンジンを始動し、ハイアイドルにセットする。

7. 六角のソケットレンチでスプールの昇降バルブを
調整し、希望する圧力がゲージに表示されれば
よい刈り込みデッキの重量移動の推奨圧力表を
参照のこと。

• 調整ねじを右に回すと圧力が増加する。

• 調整ねじを左に回すと圧力が減少する。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ 重重重量量量移移移動動動圧圧圧力力力

52"132 cm側方排出デッキモ
デル 30555

8.27 bar8.4 kg/cm2 = 120 psi

60" 側方排出デッキモデル
30366、または 62" ベース
デッキモデル 30403、また
は 62" 側方排出デッキモデル
30551。

16.2 bar16.5 kg/cm2 = 235 psi

72" 側方排出デッキモデル
31336、または 72"ベースデッ
キモデル 30404、または 72"
ガーディアンリサイクラデッキモ
デル 31335。

19.3 bar19.7 kg/cm² = 280 psi

8. エンジンを停止する。

9. 重量移動スプールの底部についているジャムナッ
トを 13-16 N∙m1.4-1.8 kg/cm2 = 10-12 ft-lbに
締め付ける。

10. テストポートから圧力計を外す。
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12
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト用用用ののの金金金具具具類類類にににつつつ
いいいててて

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ロールピン

2 ボルト5/16 x 1¾"

2 ロックナット5/16"

2 シリンダピン

4 コッターピン 3/16 x 1½"

2 ブレーキリターンスプリング

手手手順順順
1. ロールピン、ボルト5/16 x 1¾"、およびロック

ナット5/16"はユニバーサルシャフトをアタッチメ
ントに取り付けるために使用しますから保管して
ください。

2. シリンダピンとコッターピン3/16 x 1½"は、デッキ
昇降アームを昇降シリンダに固定するために使
用しますから保管してください。

3. ブレーキリターンスプリングはデッキを昇降アー
ムに取り付けるのに使用しますから保管してく
ださい。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g001529

図図図 14

1. ハンドル 3. ブレーキ 5. フードエンジン収納部

2. 走行ペダル 4. カッティングユニット 6. ROPS バー

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル 図 15は前進と後退を行うペダルです。右
足のつま先でペダル前部を踏み込むと前進、かかとで
ペダル後部を踏み込むと後退です。走行速度はペダ
ルの踏み込み具合に比例します。移動時に最高速度
で走行するには、スロットルを 高速位置にした状態で
ペダルを一杯に踏み込んでください。前進最高速度は
約 16 km/h です。深いターフを刈る時や上り坂など負
荷が大きい時には、エンジンの回転速度が落ちない
程度までペダルの踏み込みを「軽く」してやりますス
ロットルはもちろん高速位置。エンジンの速度が落ち
はじめたら、ペダルの踏み込みを少しゆるめてやると
エンジンの速度が回復してきます。

g035077

図図図 15

1. 走行ペダル

チチチルルルトトトコココンンントトトロロローーールルル

ハンドルコラムの右側にチルトコントロールレバーがあ
ります図 16。レバーを手前に引いてハンドルの傾き
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具合を調整し、調整ができたらレバーを前方に押して
ロックします。

g001210

図図図 16

1. チルトコントロール

注注注意意意
デデデッッッキキキををを上上上昇昇昇さささせせせるるるととと回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるる
恐恐恐れれれがががあああるるる。。。回回回転転転中中中のののブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと大大大けけけ
がががををを負負負ううう。。。

ブブブレレレーーードドドががが回回回転転転中中中ははは絶絶絶対対対にににデデデッッッキキキををを上上上昇昇昇さささせせせななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーーキキキ

g035076

図図図 17

1. 駐車ブレーキのノブ 3. 左ブレーキペダル

2. 右ブレーキペダル

g001208

図図図 18

1. 左ブレーキペダル 3. ロックアーム

2. 右ブレーキペダル

通通通常常常ブブブレレレーーーキキキ

左右のブレーキペダル図 17は、それぞれの前輪に
接続されています。左右の車輪を個別に制御できる
ため小さな旋回をする場合や斜面で片方のタイヤがス
リップするときなどに使用することができますただし、ぬ
れた芝や柔らかい芝での急旋回は芝を傷つけますか
ら注意が必要です。左右のブレーキを同時に踏み込
めば急停止できます。移動走行の際には必ず枚を連
結して使用します図 18。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

エンジンを停止させたら、車体が不意に動き出さないよ
う、必ず駐車ブレーキを掛けてください。駐車ブレーキ
を掛けるには、左ブレーキペダルについているロック
アーム (図 18) を押して2枚のペダルを連結します。次
に、2枚のペダルを同時に踏み込んだまま駐車ブレー
キノブ 図 17 を引き、ペダルから足を離します。ブレー
キを解除するには、ノブが落ちるまでペダルを踏み込
んでやります。エンジン始動時には左ペダルのロック
アームを引き出して左右の前輪を独立で制御できるよ
うにしておいてください。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

前部で3つの位置がありますOFF、ON/PREHEAT、
STARTです。

昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

昇降スイッチ図 19は、デッキの上昇・下降を行うスイッ
チです。スイッチを前へくぼみ側へ押すとデッキが下
降し、フロート状態となります。スイッチを後へ押すと
デッキが上昇します。移動走行時には必ずデッキを上
昇させておいてください。使用していない時には必ず
デッキを下降させておいてください。
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g015406

図図図 19

1. PTO スイッチ 7. スロットルレバー

2. 昇降機能ロックレバーオプ
ション

8. 12V 電源ソケット

3. 昇降スイッチ 9. アワーメータ

4. 冷却水温度インジケータ 10. グロープラグインジケータ

5. オイル圧警告灯 11. 充電インジケータ

6. 始動キー

PTO スススイイイッッッチチチ

ノブをON位置に引き出すと PTO の電気クラッチが作
動します図 19。ノブを押し込んでOFFにするとPTOの
電気クラッチが停止します。刈り込みデッキアタッチメ
ントが降下して作動準備ができるまではこのスイッチを
ON にしないでください。

注注注 PTO スイッチが ON の状態で運転席から離れると
エンジンは自動停止します PTOのリセット方法 (ペー
ジ 33)を参照。

燃燃燃料料料計計計

燃料計図 20は、燃料タンクに残っている燃料の量
を表示します。

g001212

図図図 20

1. 燃料計

スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー
スロットルレバー図 19はエンジンの回転速度を制御す
るレバーです。高速 側前方へ倒すとエンジンの速度が
上昇します。低速 側後方へ倒すとエンジンの速度が低
下します。スロットルコントロールでブレードの回転速
度、エンジンの回転速度、走行速度などが変わりま
す。最高速度位置にはくぼみが付いています。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ
アワーメータ図 19は、エンジンの積算運転時間を表
示します。

冷冷冷却却却液液液温温温度度度警警警告告告ララランンンプププ
エンジンの冷却液の温度が通常の限度を超えて上昇す
ると、警告ランプ図 19が点灯し、刈り込みデッキアタッ
チメントが停止します。警告ランプが点灯後、冷却液の
温度がさらに 7°C (20°F)上昇すると、エンジンが停止し
ます。デッキが停止した場合には、エンジンを低アイド
ルで回転させ、正常温度まで低下するのを待ってくださ
い。もし警告灯がいつまでも消えない場合には、エンジ
ンを停止し、オーバーヒートの原因を究明してください。

グググロロローーープププラララグググイイインンンジジジケケケーーータタタ
グロープラグが作動中に点灯します図 19。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ
充電が正常範囲で行われていない場合に点灯します図
19。充電系統を点検・修理してください。

オオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯
エンジンオイルの圧力が危険域まで下がると点灯しま
す図 19。万一点灯した場合は、エンジンを停止し油圧
低下の原因を調べてください。必ず、必要な修理を終
えてからマシンを使用するようにしてください。

23
 



昇昇昇降降降機機機能能能ロロロッッックククレレレバババーーー

デッキの整備を行うときや移動走行を行うときなどは、
昇降スイッチ図 19をデッキ上昇位置にロックしてお
いてください。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

g197081

図図図 21
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内内内容容容 図図図 21記記記号号号 寸寸寸法法法まままたたたははは重重重量量量

高さROPS を立てた状態 H 237 cm

高さROPS を下げた状態 J 127 cm

全長2 輪駆動 D 213 cm

全長4 輪駆動 F 218 cm

全幅 B 121 cm

ホイールベース2 輪駆動 C 117 cm

ホイールベース4 輪駆動 E 119 cm

前輪トレッド幅 A 119 cm

後輪トレッド幅

2 輪駆動 G 86 cm

4 輪駆動 I 102 mm

地上高 17 cm

純重量2 輪駆動 635kg

純重量4 輪駆動 794kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。 詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ずToroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアクセサリを
御使用になると危険な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ

ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操ン方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換するときに
はボルトもセットで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分

に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

毎毎毎日日日ののの始始始業業業点点点検検検
毎回の運転開始前に以下の点検を行ってください。

• エエエアアアクククリリリーーーナナナのののイイインンンジジジケケケーーータタタ エアクリーナインジケー
タを点検する (ページ 43)を参照

• エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル エンジンオイルの量を点検する
(ページ 44)を参照

• 冷冷冷却却却液液液 冷却系統と冷却液の量を点検する (ページ
57)を参照

• フフフーーードドドのののスススクククリリリーーーンンンとととラララジジジエエエタタターーー フードのラジエター
のスクリーンを点検する (ページ 57)を参照

• 油油油圧圧圧系系系統統統 油圧系統と油圧オイルの量を点検する
(ページ 63)を参照

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ののの適適適正正正範範範囲囲囲前後輪とも 1.38 bar1.4
kg/cm2 = 20 psiです

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが不不不足足足すすするるるととと、、、斜斜斜面面面ででで機機機体体体ががが不不不安安安定定定
ににになななりりり、、、転転転倒倒倒なななどどど、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ををを起起起こここしししやややすすすくくくなななるるる。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

前後のタイヤとも規定値に調整してください。必要に
応じタイヤに空気を入れるか抜くかして適正圧に調整
してください。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを正正正しししくくく維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転ををを行行行ううう前前前ににに、、、全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整しししてててくくく
だだださささいいい。。。

g001055

図図図 22
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イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすす
るるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

インタロックシステムは、走行ペダルが「ニュートラル」
位置、PTOスイッチが OFF 位置にない限りエンジンが
始動クランキングもできないようにする安全装置です。
また、以下の場合にはエンジンを自動停止させます

• PTO スイッチが ON なのにオペレータが席を離れた

• オペレータが着席していない状態で走行ペダルが
踏まれた

• 駐車ブレーキが掛かっている状態で走行ペダル
が踏まれた。

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

1. PTO スイッチを OFF 位置にして走行ペダルか
ら足を離す。

2. キーを START 位置に回す。エンジンがクランキ
ングした場合は、3へ進む。

注注注 クランキングない場合はインタロックシステム
が故障している。

3. エンジンが掛かった状態で運転席から立ち上が
り、PTO スイッチを ON にする。エンジンが 2 秒
以内に停止すれば正常である。エンジンが停止
した場合は、ステップ4 へ進む。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合はははイイインンンタタタロロロッッックククシシシ
ススステテテムムムががが故故故障障障しししててていいいるるる。。。

4. エンジンが掛かっていてPTOがOFF位置にある状
態で、運転席から立ち上がって走行ペダルを踏
み込む。エンジンが 2 秒以内に停止すれば正常
である。エンジンが停止した場合は、5 へ進む。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合はははイイインンンタタタロロロッッックククシシシ
ススステテテムムムががが故故故障障障しししててていいいるるる。。。

5. 駐車ブレーキを掛ける。 エンジンが掛かっていて
PTOがON位置にある状態で、走行ペダルを踏
み込む。エンジンが 2 秒以内に停止すれば正常
である。エンジンが停止すればインタロックは正
常であるからマシンの使用を続けてよい。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合はははイイインンンタタタロロロッッックククシシシ
ススステテテムムムががが故故故障障障しししててていいいるるる。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
重重重要要要 低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油まままたたたははは超超超低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油以以以外外外ののの燃燃燃料料料
ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

• 絶対に、ディーゼル燃料の代わりに灯油やガソリン
を使わないでください。

• 絶対に、灯油やガソリンをディーゼル燃料に混入
しないでください。

• 絶対に、内面に亜鉛メッキされている容器で燃料を
保管しないでください。

• 燃料用添加剤を使用しないでください。

• 不純物のない新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料を使用してください。

• 燃料の劣化を防止するため、180日間程度で使い
きれる量を購入するようにしてください。

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料

セセセタタタンンン値値値 40 以上

イイイオオオウウウ含含含有有有量量量低イオウ<500 ppmまたは超低イオウ
<15 ppm

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

注注注 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流
動点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方が、
燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 ASTM D6751 または
EN14214

ブブブレレレンンンドドド燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様ASTM D975、EN590 または JIS
K2204

重重重要要要 たたただだだししし、、、混混混合合合ささされれれててていいいるるる軽軽軽油油油のののイイイオオオウウウ含含含有有有量量量ははは
極極極低低低レレレベベベルルルででであああるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

以下の注意を守ってお使いください。

• 着色したターフを汚す可能性があります。

• 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が5またはそ
れ以下の製品を使用すること。
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• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• バイオディーゼル燃料について、より詳細な情報は
弊社正規代理店におたずねください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量72 リリリッッットトトルルル

注注注可能であれば、一日の運転が終了したあとに燃料を
補給しておくようにしてください。このようにすると燃料
タンク内部に水がたまるのを低減することができます。

g034177

図図図 23

ROPSををを調調調整整整すすするるる

警警警告告告
マママシシシンンンががが転転転倒倒倒すすするるるととと死死死亡亡亡ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故
ににになななるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• ROPSははは常常常時時時立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおくくくこここととと。。。

• シシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

• 運運運転転転席席席はははラララッッッチチチででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告
ROPS ををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははなななくくく
なななるるる。。。

• 不不不整整整地地地ややや斜斜斜面面面ををを走走走行行行すすするるる時時時にににははは、、、必必必ずずずROPS
横横横転転転保保保護護護バババーーーををを立立立てててててておおおくくくこここととと。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

• ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPS ををを
立立立てててるるるこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどどににに注注注意意意ししし、、、
こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるるこここととと。。。

重重重要要要 ROPS ををを立立立てててててて乗乗乗車車車すすするるるととときききにににははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗るるる時時時ははは、、、
シシシーーートトトベベベルルルトトトををを締締締めめめななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

ROPSををを下下下げげげるるる

重重重要要要 どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

重重重要要要 運運運転転転席席席はははラララッッッチチチででで固固固定定定しししててておおおくくくこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、刈
り込みデッキを降下させ、エンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. 機体の左右で保護バーからコッターピンとピンを
抜き取る(図 24)。

3. ホッパーを倒して、ピンとコッターピンで固定す
る図 24。
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g034169

g034164

図図図 24

ROPSををを立立立てててるるる
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、刈

り込みデッキを降下させ、エンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. 機体の左右で保護バーからコッターピンとピンを
抜き取る図 25。

3. ホッパーを立てて、ピンとコッターピンで固定す
る図 25。

g034168

図図図 25

チチチルルルトトトススステテテアアアリリリンンングググコココンンントトトロロローーー
ルルルののの調調調整整整
1. 駐車ブレーキロッドのノブを外し、次にハンドルタ

ワーのカバーを止めているねじを外す図 26。

g035078

図図図 26

1. 駐車ブレーキのノブ 2. 取り付けねじ4本

2. カバーを上にスライドさせてピボットブラケットを露
出させる図 27。
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g001245

図図図 27

1. ピボットプレート 3. 大きいナット

2. 小さいナット

3. 小さいナットをゆるめ、ピボットブラケットの下の
大きいナットが締まるまでピボットブラケットを回
す 図 27。

4. 小さいナットを締める。

5. ステアリングコラムのカバーと駐車ブレーキのノブ
を元通りに取り付ける。

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護具
を着用してください。長い髪は束ねてください。垂
れ下がるような装飾品は身に着けないでください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
また排出口の近くにも絶対に人を近づけないでく
ださい。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 刈り込み中以外は必ずブレードの回転を止めてお
いてください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずマシンを停止し、キーを抜き取り、
各部の動きが完全に止まってからよく点検してくだ
さい。異常を発見したら、作業を再開する前にす
べて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 刈高を変更する時は、必ずカッティングユニットを停
止させ、エンジンを止め、キーを抜き取り、可動部
が完全に停止するまで待ってください運転席で刈高
を変更できる場合はこの限りでありません。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に集草バッグを空にする場合
や詰まりを除去する場合も

– 平らな場所に停車してください。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリ、ア
タッチメント、交換パーツを使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• POPSは機体から外外外さささななないいいでください。

• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

折折折りりりたたたたたたみみみ式式式 ROPS 搭搭搭載載載機機機

• ROPSは立てた状態にセットし、必ずシートベルト
と共にお使いください。
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• ROPS横転保護バーはマシンと一体で使用する重
要な安全装置です。運転するときには必ずROPS
横転保護バーを運転位置に立て、シートベルトを
着用してください。

• どうしても必要なわずかの時間以外には ROPS を
降ろさないでください。。ROPS を下げた状態で乗
車する時にはシートベルトをしないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保護
ができなくなることを十分認識してください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法面、
段差、水などがある現場では、必ず ROPS を立
てて運転してください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗用
の刈り込み機械で斜面を刈り込むことに危険が感じ
られる場合は歩行型の機械をお使いください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン

グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業に
は十分な注意を払ってください。アタッチメントによっ
てマシンの安定性が変わり、安全限界が変わる場
合がありますからご注意ください。下り坂では必ずマ
シンをギアに入れておいてください。下り坂をニュー
トラルで走行しないでくださいギア駆動式のマシン。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 以以以下下下のののいいいずずずれれれかかかををを行行行っっったたた場場場合合合にににははは、、、燃燃燃料料料系系系統統統かかか
らららのののエエエアアア抜抜抜きききををを行行行ううう必必必要要要ががが出出出てててくくくるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす新新新
車車車ををを始始始めめめててて運運運転転転すすするるるとととききき、、、燃燃燃料料料切切切れれれででで立立立ちちち往往往生生生しししててて燃燃燃
料料料ををを補補補給給給しししたたたとととききき、、、燃燃燃料料料系系系統統統ににに対対対しししててて整整整備備備ををを行行行っっったたたフフフィィィ
ルルルタタタののの交交交換換換、、、セセセパパパレレレーーータタタののの洗洗洗浄浄浄なななどどどとととききき。。。

1. ROPSを立てて固定する。

2. 着席し、シートベルトを締める。

3. 駐車ブレーキを掛け、PTO スイッチを OFF に
する。

4. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認する。

5. キースイッチを ON/PREHEAT 位置にする。

注注注 タイマにより約秒間の予熱が自動的に行わ
れます。

6. 予熱が完了したらキーをSTART 位置に回してたたた
だだだししし15秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続しししててて保保保持持持しししななないいいこここととと、エンジ
ンが始動したら、キーから手を離します。

注注注 一回の予熱でエンジンが十分に温まらない場
合には、キーを OFF 位置に戻してからもう一度
ON/PREHEAT 位置に回してください。必要に応じ
てこの操作を繰り返す。

7. スロットルをアイドル速度または中速にセットして
エンジンのウォームアップを行う。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを初初初めめめててて始始始動動動しししたたた時時時、、、オオオイイイルルル交交交換換換
ををを行行行っっったたた場場場合合合、、、エエエンンンジジジンンンやややトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン、、、アアア
クククスススルルルなななどどどのののオオオーーーバババーーーホホホーーールルルををを行行行っっったたた後後後なななどどどははは、、、
1-2 分分分間間間ののの時時時間間間ををを取取取っっっててて前前前進進進後後後退退退走走走行行行ののの確確確認認認ををを
行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、昇昇昇降降降レレレバババーーーやややPTOレレレバババーーー
ををを操操操作作作しししててて各各各部部部ののの作作作動動動状状状態態態ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
さささらららににに、、、ハハハンンンドドドルルルををを左左左右右右一一一杯杯杯ににに切切切っっっててて応応応答答答ををを確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。以以以上上上ののの点点点検検検ののの後後後、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
さささせせせ、、、オオオイイイルルルののの量量量、、、漏漏漏れれれややや各各各部部部のののゆゆゆるるるみみみややや不不不具具具
合合合なななどどどがががななないいいかかか、、、さささらららににに点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. スロットルコントロールを後方の低速位置にする。

2. PTO スイッチをOFF 位置にする。

3. キーを OFF 位置に回す。

4. 事故防止のため、キーは抜き取っておく。
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PTOのののリリリセセセッッットトト方方方法法法
注注注 PTOスイッチが ONの状態で運転席から離れるとエ
ンジンは自動停止します。

以下の方法でPTOをリセットしてください

1. PTO のノブを押し込む図 19 と PTO スイッチ
(ページ 23)を参照。

2. エンジンを始動する エンジンの始動手順 (ページ
32)を参照。

3. PTO のノブを引き出す図 19 と PTO スイッチ
(ページ 23)を参照。

燃燃燃料料料噴噴噴射射射ポポポンンンプププかかからららのののエエエアアア抜抜抜
ききき
1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 燃料タンクに少なくとも半分まで燃料が入っている
ことを確認する。

4. ラッチを外してフードを開ける。

5. 燃料噴射ポンプのエア抜きねじを開ける 図 28

g012589

図図図 28

1. ブリードねじ

6. キースイッチを ON 位置にする。

電動燃料ポンプが作動を開始し、エア抜きねじの
周囲からエアが漏れ出してくる。

7. ねじの周囲から燃料が連続的に流れるのが見え
るまでキーを ON 位置に保持する。

8. ねじを締めてキーを OFFにする。

注注注 通常はこれでエンジンが始動するようになり
ます始動できない時は、噴射ポンプとインジェク
タの間にエアが入っている可能性があります 燃
料インジェクタチューブからのエア抜き (ページ
46)を参照してください。

9. 噴射ノズルの周囲に流れた燃料はすべてふき
取ってください。

ヒヒヒンンントトト
• このマシンは油圧トランスミッションを搭載しており、

他の多くのターフ管理機器とは異なった運転特性
を持っていますので、実際に使用されるまえに十
分に運転の練習をしてください。

• 刈り込みと走行の両方を安定して維持するには、
走行ペダルの踏み込み具合によってエンジンをほぼ
一定のフル回転rpmに維持することが重要です。
カッティングユニットへの負荷が大きくなったら走行
ペダルの踏み込みを浅くして走行速度を遅くし、走
行に掛かる負荷を下げてください。これにより、エ
ンジンが作り出すパワーが、マシンの各部にほどよ
いバランスで供給され、スムーズな走行、ブレード
の高速回転によるクオリティーの高いカットが実現で
きます。負荷が大きくなりすぎた場合にはエンジン
の回転速度が下がってきますから、これに気がつ
いたら走行ペダルの踏み込みを少し浅く後退側に
ゆっくり軽く踏み込んでやるとエンジンの回転が回復
してきます。これとは逆に、現場から現場へ移動す
るような場合刈り込みデッキを上昇させていて刈り
込みの負荷がまったくない場合には、スロットルを
高速にして、走行ペダルをゆっくり「いっぱいに」
踏み込むことにより走行速度」は最高となります。

• 移動走行前に、2枚のブレーキペダルを相互にロッ
クしてください。

• この機械のブレーキは左右独立しており、小さい半
径で旋回するときなどに大変有効ですが、芝を傷つ
けないよう注意が必要です。ターフが柔らかいとき
やぬれているときは特に注意してください。フェンス
際などのように障害物の周囲を刈り込むときにも、
ブレーキを使うと、カッティングデッキの方向をうまく
制御することができます。さらに、走行力を確保す
る上でも、ブレーキが役に立ちます。例えば、斜面
を横断中に山側の車輪がスリップして地面に走行力
を伝えられなくなる場合があります。 このような場
合には、山側のブレーキをゆっくり、スリップが止ま
る所まで踏み込んでやると、谷側の走行力が増加
し、安定した走行ができるようになります。このよう
なテクニックを必要としない場所では左ブレーキペダ
ルのレバーで2枚のペダルを連結しください。こうす
ると左右共通の普通のブレーキになります。

• エンジンを停止させる前にすべてのコントロールを
ニュートラルにし、スロットルを低速に戻してくださ
い。エンジンを停止する時にはキーをOFF位置に
します。

• 冷却液が過熱状態の時はエンジンは作動しませ
ん。エンジンと低脚駅が冷えるのを待って冷却系統
を点検してください 冷却系統と冷却液の量を点検す
る (ページ 57) を参照。
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運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 火災防止のため、カッティングユニット、マフラー、

エンジンの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふき取ってください。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブ装
着車ではバルブを閉じておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• 各部品が良好な状態にあること、ボルトナット類、
特にブレード取り付け用のボルト類に問題がないか
常に点検してください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

• 読めなくなったステッカーは貼り替えてください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、ごく短距離に限り、油圧ポンプについて
いるバイパスバルブを開いて本機を牽引または押して
移動することができます。

重重重要要要 牽牽牽引引引まままたたたははは押押押しししててて移移移動動動すすするるる時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-4.8
km/h 未未未満満満とととしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度ででではははトトトラララ
ンンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。移移移動動動距距距離離離
ががが長長長くくくなななるるる場場場合合合ははは、、、トトトラララッッックククやややトトトレレレーーーラララににに積積積んんんででで移移移送送送
しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 本本本機機機ををを押押押しししててて或或或いいいははは引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合ににに
ははは、、、必必必ずずずバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開くくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。移移移動動動
ががが終終終わわわっっったたたらららバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを閉閉閉じじじてててくくくだだださささいいい。。。

バババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開くくく
1. 運転席とシートプレートを取り外す; 運転席とシー

トプレートを取り外す (ページ 40)を参照。

2. 油圧ポンプの左側にあるバイパスバルブのコン
トロールノブを探し出す図 29。

g034181

図図図 29

1. 油圧ポンプ 3. 機体前方

2. コントロールノブバイパス
バルブ

3. ノブを左に3回転させる図 29。

重重重要要要 3回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. 牽引移動を開始する。

バババイイイパパパスススバババルルルブブブををを閉閉閉じじじるるる

注注注 エンジンを始動する前にバイパスバルブを閉じてく
ださい。

1. 牽引移動を終了する。

2. 油圧ポンプの左側にあるバイパスバルブのコン
トロールノブを探し出す図 29。

3. コントロールノブ図 29を右に回して閉じる抵抗が
感じられるようになるまで回す。

4. 運転席とシートプレートを取り付ける; 運転席と
シートプレートを取り付ける (ページ 40)を参照。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブ装

着車ではバルブを閉じておいてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。
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図図図 30

1. ロープ掛けポイント
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保保保守守守
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 www.Toro.com から、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 調整、清掃、修理、車両を離れる前に以下を行っ

てください

– 平らな場所に駐車する。

– スロットルスイッチを低速アイドル位置にセットす
る。

– カッティングユニットを停止させる。

– カッティングユニットを下降させる。

– 走行ペダルがニュートラルになっていることを
確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 10 時間

• ホイールナットのトルク締めを行う。
• 常用ブレーキの点検・調整を行う。
• オルタネータベルトの張りを点検する。
• PTOベルトの張りを点検します。
• 油圧オイルフィルタを交換する。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
• 常用ブレーキの点検・調整を行う。
• PTOベルトの張りを点検します。

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検します。
• インタロックシステムを点検します。
• エアクリーナのインジケータを点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• 冷却系統と冷却液の量を点検する。
• フードのラジエターのスクリーンを点検する。
• 油圧系統と油圧オイルの量を点検する。

50運転時間ごと

• ベアリングとブッシュのグリスアップを行ってください。
• エアクリーナのエレメントを点検する。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。
• 運転中のバッテリー液の量を点検する。
• ブレーキケーブルの潤滑

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

200運転時間ごと

• ホイールナットのトルク締めを行う。
• リアアクスルオイルを点検する（4輪駆動のみ）。
• 双方向クラッチの潤滑油を点検する（4輪駆動のみ）。
• 後輪の整列を点検する。
• ステアリングシリンダのマウントボルトのトルク締めを行う（4輪駆動のみ）。
• 冷却系統のホースを点検する。
• オルタネータベルトの点検を行う。
• オルタネータベルトの張りを点検する。
• PTOベルトの摩耗破損状態と張りの点検を行う。
• PTO クラッチのすきまの調整を行う。
• 油圧オイルフィルタを交換する。

400運転時間ごと

• リアアクスル･ベアリングのグリスアップ.
• エアクリーナの一次エレメントを交換する（インジケータが赤になった時点で。運転条
件の悪いところでは整備間隔が短くなる）。 安全フィルタは、主フィルタの3回目の整
備時に交換する。

• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 燃料タンクを空にして内部を清掃する。
• 燃料ラインとその接続状態を点検する。
• リアアクスルオイルを交換する（4輪駆動のみ）。
• 双方向クラッチの潤滑油を点検する（4輪駆動のみ）。

1500運転時間ごと
• 可動部分のホースすべてを交換する。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。
• 油圧オイルを交換する。

毎月 • 格納中のバッテリー液の量を点検する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ROPS が完全に立てた状態
でロックされているかどうか
点検する。

デフレクタが降りた位置になっ
ているかどうか点検する。

ブレーキの動作を確認する。

燃料残量を確認する。

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却液の量を点検する。

燃料・水セパレータの水を抜
く。

エアフィルタの状態インジケー
タの表示を確認する。3

ラジエターとスクリーンの汚
れ。

エンジンから異常音がないか
点検する。1.

運転操作時の異常音

トランスミッションオイルの量
を点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作を確認する。

バッテリーの状態を点検す
る。

グリスアップを行なう。2

塗装傷のタッチアップを行う。

1エンジンの始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2車体を水洗いした時は整備間隔に関係なく直後に行う。

3インジケータが赤になっていないかどうかを見る。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。
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要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内容 日付 記事

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
注注注意意意

始始始動動動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

整整整備備備のののたたためめめのののアアアクククセセセススス

フフフーーードドドををを開開開けけけるるる

g198446

図図図 31

フフフーーードドドををを閉閉閉じじじるるる

g198445

図図図 32
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油油油圧圧圧ポポポンンンプププへへへのののアアアクククセセセススス

運運運転転転席席席とととシシシーーートトトプププレレレーーートトトををを取取取りりり外外外すすす
1. シートプレート前部をシャーシに固定しているフラ

ンジヘッドボルト⅜ x ¾" 2本を取り外す図 33。

g034182

図図図 33

1. フランジロックナット⅜" 4. 2ソケットコネクタ車両のワ
イヤハーネス

2. フランジヘッドボルト⅜ x ¾" 5. 2ピンコネクタ着席確認ス
イッチのハーネス

3. 座席プレート

2. シートプレート後部をシャーシに固定しているフラ
ンジヘッドボルト⅜" 2本を取り外す図 33。.

3. シートアセンブリを少し持ち上げる。

4. 着席確認スイッチの 2ピンコネクタを、マシンのワ
イヤハーネスの 2ソケットコネクタから外す図 33。

5. 座席アセンブリを機体から外す。

運運運転転転席席席とととシシシーーートトトプププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

マシンの修理が完了し、油圧ポンプのバイパスバルブ
を閉じたら運転席とシートプレートを取り付けます。

1. シートアセンブリを燃料タンクの開口部に合わ
せる。

2. 着席確認スイッチの 2 ピンコネクタを、マシン
のワイヤハーネスの 2 ソケットコネクタに接続す
る図 33を参照。

3. シートプレートの後部の穴図 33を、ラジエター
のチャネル材の2本のキャリッジボルト⅜ x 1"に
合わせる。

4. シートプレート図 33をキャリッジボルトに組み付
け、ステップ2 運転席とシートプレートを取り外す

(ページ 40)で外したフランジロックナット⅜"2個
で固定する。

5. シートプレートの前部の穴図 33参照を、タンクの
ロッドのねじに合わせる。

6. シートプレート図 33をロッドに組み付け、ステップ
1運転席とシートプレートを取り外す (ページ 40)で
外したフランジロックナット⅜ x ¾"2個で固定する。

7. フランジナットとフランジヘッドボルトを 37-45 N·m
4.6-6.2 kg.m = 3.7-4.6 ft-lbにトルク締めする。

8. インタロックを点検する インタロックシステムを点
検する (ページ 28) を参照。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ベアリングとブッシュのグ

リスアップを行ってください。 ほこり
などの非常に多い条件下で機械を使
用している場合は、毎日ベアリング
とブッシュに潤滑を行ってください。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—リアアクスルベアリングのグリスアップ.

グググリリリスススののの種種種類類類リチウム系2号グリス

重重重要要要 ほほほこここりりりののの多多多いいい環環環境境境ででではははベベベアアアリリリンンングググやややブブブッッッシシシュュュににに異異異
物物物ががが侵侵侵入入入しししやややすすすくくく、、、一一一旦旦旦侵侵侵入入入ががが起起起こここるるるととと内内内部部部ののの磨磨磨耗耗耗ががが
急急急激激激ににに進進進行行行しししままますすす。。。

注注注 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちに
グリスアップしてください。

1. グリスフィッティングをきれいに拭く。

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

グリスアップ箇所を以下に列挙します

• PTO のユニバーサルシャフト図 34

g034256

図図図 34

• 昇降アームのピボットブッシュ図 35

g001250

図図図 35

• ブレーキのピボットブッシュ図 36

g001221

図図図 36

• ブレーキケーブルホイール側とペダル側の端部 (図
36)

• PTO のテンションピボット図 37

g001222

図図図 37

• PTO の後ベアリング(図 37)
• 後ホイールのスピンドルのブッシュ図 38
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g001224

図図図 38

• ステアリングプレートのベアリング図 39

g001225

図図図 39

• アクスルピンのブッシュ図 39
• 駆動軸3ヶ所図 40

注注注 4 輪駆動モデルのみ。

g034257

図図図 40

• タイロッドの端部2ヶ所図 41

g001251

図図図 41

• シリンダロッドの端部2ヶ所図 41
• ステアリングのピボット2ヶ所図 41
• アクスルピボットのピン図 41

注注注 不適切な洗車方法はベアリングに悪影響を与えま
す。機械各部が高温のときに水をかけないこと、ま
た、高圧の水や大量の水をベアリングに直接当てない
ことが非常に重要です。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めキー

を抜き取った状態で行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナイイインンンジジジケケケーーータタタををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

• エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。ボディーが破損している場合は交
換してください。吸気部全体について、リーク、破
損、ホースのゆるみなどを点検してください。

• エアクリーナのインジケータ図 42が赤色になったら
エレメントを交換してください。エアフィルタのエレメ
ントを洗浄しすぎないように注意してください。

g009709

図図図 42

1. エアクリーナのインジケータ

• カバーがボディに隙間なく密着していることを確認
してください。

エエエアアアクククリリリーーーナナナのののエエエレレレメメメンンントトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—エアクリーナのエレメント

を点検する。

400運転時間ごと—エアクリーナの一次エレメ
ントを交換するインジケータが赤になった時点
で。運転条件の悪いところでは整備間隔が短く
なる。 安全フィルタは、主フィルタの3回目の整
備時に交換する。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィルルルタタタををを
通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部ををを損損損傷傷傷さささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗
浄浄浄ににによよよりりり、、、フフフィィィルルルタタタををを外外外しししたたた時時時にににホホホコココリリリががが舞舞舞いいい上上上がががっっっててて
エエエンンンジジジンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむのののををを防防防止止止すすするるるここことととがががででできききるるる。。。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを清清清掃掃掃すすするるるととと破破破損損損さささせせせるるる危危危険険険ががが大大大きききいいい
のののででで、、、掃掃掃除除除しししててて再再再使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。新新新しししいいいフフフィィィルルル

タタタににに傷傷傷がががつつついいいててていいいななないいいかかかををを点点点検検検すすするるる。。。特特特にににフフフィィィルルルタタタととと
ボボボデデディィィーーーののの密密密着着着部部部ににに注注注意意意すすするるる。。。破破破損損損しししててていいいるるるフフフ ィィィルルルタタタ
ははは使使使用用用しししななないいい。。。

重重重要要要 カカカバババーーーがががボボボデデディィィににに隙隙隙間間間なななくくく密密密着着着しししててていいいるるるここことととををを
確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 一次エレメントを交換する図 43。

g243913

図図図 43

2. エアクリーナの安全フィルタの汚れ具合を点検
する図 44。

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタ図図図 44ははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、主主主フフフィィィルルルタタタののの3回回回目目目ののの整整整備備備
時時時ににに交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 安全フィルタが汚れていた場合には交換して
ください。
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g034037

図図図 44

1. エアクリーナの安全フィルタ

3. インジケータが赤になっている場合はリセットす
る エアクリーナインジケータを点検する (ページ
43)を参照。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
• エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの種種種類類類API規格 CH-4 またはそれ以

上のクラス。

• エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの粘粘粘度度度:
– 推奨オイルSAE 15W-40-18℃以上

– 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または
5W-30全温度帯

注注注 Toro のプレミアムエンジンオイル10W-30 または
5W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 エンジンを初めて

始動する前にエンジンオイルの量を
点検する。その後は毎日点検する。

エンジンにはオイルを入れて出荷しています。

注注注 エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、
その日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えて
いるうちです。エンジン始動後に行う場合は、オイル
がオイル溜めに戻るまで最低10分間待って点検する
ようにしてください。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、刈
り込みデッキを降下させ、エンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. フードを開ける。

3. 図 45に示すように、エンジンオイル量を点検す
る。

g263150

g029301

図図図 45

4. 油量がディップスティックのADD図 46マークにあ
る場合は、オイル補給キャップを外し、ディップス
ティックの FULLマークまで補給してください。

入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g001203

図図図 46

1. 補給口キャップ

5. キャップを取り付けてフードを閉じる。
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エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交
換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの容容容量量量: 約 3.8 リットルフィルタ含む。

1. 可能であれば、エンジンを始動してオイルを温め
てから交換してください。

2. 平らな場所に駐車する。

3. フードを開ける。

4. オイルパンの下についているドレンプラグの下に
廃油受けをおく図 47。

g001230

図図図 47

1. ドレンプラグ

5. ドレンプラグの周辺をウェスできれいにぬぐう。

6. ドレンプラグを外してオイルを抜き、容器で回収
する。

7. ドレンプラグを元通りに取り付け、こぼれたオイル
をふき取る。

8. オイルフィルタ図 48を取り外して交換する。

g001231

図図図 48

1. オイルフィルタ

9. 所定のエンジンオイルを入れる エンジンオイルの
量を点検する (ページ 44)と エンジンオイルの仕
様 (ページ 44)を参照。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
注注注 適切な燃料についての説明は 燃料についての仕様
(ページ 28) を参照のこと。

危危危険険険
軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火
しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引
ききき起起起こここすすす。。。

燃燃燃料料料ののの取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎ををを絶絶絶
対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

水セパレータ図 49の水抜きは毎日おこなって異物を
除去してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. フィルタ容器図 49下部のドレンプラグをゆるめて
水や異物を流し出す。

g007367

図図図 49

1. フィルタキャニスタ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ込
み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—燃料タンクを空にして内部
を清掃する。

燃料系統が汚染された時や、マシンを長期にわたって
格納する場合も同様です。タンクの清掃にはきれいな
燃料を使用してください。
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燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。

燃燃燃料料料イイインンンジジジェェェクククタタタチチチュュューーーブブブかかかららら
のののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 この作業は、通常のエア抜きを行ってもエンジンを
始動できない場合のみ行うようにしてください 燃料噴射
ポンプからのエア抜き (ページ 33)を参照。

1. 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタノズル図 50の
チューブのナットをゆるめる。

g001234

図図図 50

1. No.1インジェクタノズル

2. スロットルをFAST位置とする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、チューブナットか
ら流れ出る燃料を観察する。

4. 燃料が泡立たなくなったらキーをOFFに戻す。

5. ナットを十分に締め付ける。

6. 噴射ノズルの周囲に流れた燃料はすべてふき
取ってください。

7. 残りのノズルについても上記のステップ1-6を行
う。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接
続や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから
抜いておいてください。

• また、安全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁さ
れたものを使ってください。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続状状状態態態ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—バッテリーケーブルの接
続状態を点検する。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意
すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

• バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子
にしっかりと固定してください

• 腐食が見られる場合は以下の作業を行ってください
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすす
るるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身
事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

– ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

– ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. フードを開ける フードを開ける (ページ 39)
を参照。

2. バッテリー端子から、マイナス-ケーブルを
外す図 51。

g034038

図図図 51

1. 絶縁カバープラスケーブル 2. マイナスケーブル

3. バッテリー端子部から絶縁ゴムカバーを外
す図 51。

4. バッテリー端子から、プラス+ケーブルを外
す図 51。

5. ブラシなどを使ってクランプと端子とを別々
に清掃する。

6. バッテリー端子に、Grafo 112Xスキンオ
バーグリスP/N 505-47を塗る。

7. バッテリーのプラス端子にプラス+ケーブルを
接続する図 51。

8. バッテリーのマイナス端子にマイナス-ケーブ
ルを接続する図 51。

バババッッッテテテリリリーーー液液液ののの量量量ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

毎月

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを
起起起こここししし、、、飲飲飲んんんだだだ場場場合合合にににははは死死死亡亡亡すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚ややや
目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。安安安
全全全ゴゴゴーーーグググルルルやややめめめがががねねねとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保
護護護すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

注注注 高温環境下で保管すると涼しい場所で保管した場合
に比べてバッテリーは早く放電します

1. バッテリー液の比重を1.265 -1.299 の間に維持
してください。

2. 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水
を適正レベルまで補給してください。

注注注 但し、電解液の量が、各セルの内側につい
ているスプリットリングの高さ以上にならないよ
う、注意してください。

3. バッテリーの上部をきれいに洗浄し、通気キャッ
プを外す。

重重重要要要 清清清掃掃掃中中中はははセセセルルルキキキャャャッッップププををを外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい

A. バッテリー上部はアンモニア水または重曹水
に浸したブラシで定期的に清掃してください

B. バッテリー上部を真水できれいにすすいで
ください。
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ヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッックククととと標標標準準準制制制御御御モモモ
ジジジュュューーールルルSCMへへへのののアアアクククセセセススス

コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルのののプププレレレーーートトトををを外外外すすす
1. コントロールパネルのプレートを機体に固定して

いるねじ4本を外す図 52。

g198540

図図図 52

1. 燃料タンク 3. コントロールパネルのプ
レート

2. つまみねじ

2. コントロールパネルのプレートを持ち上げる図
52。

3. 必要に応じ、スイッチや警告ランプのコネクタを
外してヒューズブロックやSCMにアクセスできる
ようにする。

コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルルのののプププレレレーーートトトををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. ステップ3 コントロールパネルのプレートを外す

(ページ 48)でスイッチや警告ランプのコネクタを外
した場合には、それらを元通りに接続する。

2. サイドパネルの底部にあるタブ2ヶ所をコンソール
のフレームのスロット2ヵ所に合わせる図 53。

g034111

図図図 53

1. タブサイドパネル 2. スロットコンソールのフレー
ム

3. コントロールパネルプレートの上部にあるスロット
を、燃料タンクのフランジの穴に合わせる図 52。

4. コントロールパネルプレートを燃料タンクのフラン
ジに取り付けるつまみねじ4本図 52ステップ1 コ
ントロールパネルのプレートを外す (ページ 48)で
外したものを使用する。
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ヒヒヒュュューーーズズズののの取取取りりり付付付けけけ位位位置置置
ヒューズヒューズブロックはコントローラパネルの下
にあります図 54。

g198539

g198735

図図図 54

1. ヒューズブロック

スススタタタンンンダダダーーードドド・・・コココンンントトトロロローーールルル・・・モモモ
ジジジュュューーールルル(SCM)
重重重要要要 以以以下下下ののの内内内容容容はははSCMののの概概概要要要ででですすす。。。SCMををを使使使用用用ししし
てててののの故故故障障障探探探究究究にににつつついいいてててはははサササーーービビビスススマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照
しししてててくくくだだださささいいい。。。

SCM標準コントロールモジュールは、マシンの標準機
能のコントロールと監視を行います。

プリント基板についている黄色の LED は、入力や出
力が行われていることを示します。

SCMは以下の入力を監視します

• コントロール機器がニュートラル位置にあるかどうか

• 駐車ブレーキの位置

• PTOの作動

• エンジンの始動機能

• オーバーヒート状態

SCMは以下の出力をコントロールします

• PTOスイッチ、スタータスイッチ、ETRエンジン駆
動ソレノイドへの通電。

• 各LEDによりそれぞれの回路のリレー状態すなわち
その回路の通電状態がわかります。

注注注 SCM は外部のコンピュータや診断機器に接続する
ことはできません。また、内部のプログラムを改変
することもできませんし、発生した故障内容を記憶し
ておくこともできません。

SCM のののデデデカカカルルル

SCM上のLEDの説明は絵文字です。 出力ボックスには出力を示す 3 つの LED があります。それ以外はす
べて入力です。各絵文字の意味は、 スタンダード・コントロール・モジュールの表 (ページ 50)のチャートで確
認してください。

g006070

図図図 55
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スススタタタンンンダダダーーードドド・・・コココンンントトトロロローーールルル・・・モモモジジジュュューーー
ルルルののの表表表

チャートの各行は、その出力機能に必要な入力の状態を示します。左側の欄は機能です。各記号は以下のような
意味を表します 通電、閉じてアースされている、開いてアースされている。

SCMににに使使使用用用ささされれれててていいいるるる記記記号号号なななどどど

入入入力力力 出出出力力力

機能 パワーOn ニュート
ラル

始動 On ブレーキ
が On

PTO On 着席 オーバー
ヒートに
よる自動
停止

オーバー
ヒート警

告

始動 ETR PTO

始動 — — + ⊗ ⊗ — ⊗ ⊗ + + ⊗
運転非
着席

— — ⊗ ⊗ ⊗ ⊗ ⊗ ⊗ ⊗ + ⊗
運転着席 — ⊗ ⊗ — ⊗ — ⊗ ⊗ ⊗ + ⊗
刈り込み — ⊗ ⊗ — — — ⊗ ⊗ ⊗ + +

オーバー
ヒート警

告

— ⊗ ⊗ — (A) + + ⊗

オーバー
ヒートに
よる自動
停止

— ⊗ — ⊗ ⊗ ⊗

- 回路は閉じてアースされている。 ( LED 点灯)

⊗ 回路は開いてアースされているか非通電状態 - LED 消灯

+ 回路は通電しているクラッチコイル、ソレノイド、始動キー LED点灯

空白 そのロジックに無関係な入力

(A) エンジンが冷えてから PTO 入力の初期化をやり直すキーを ON-OFFする。

ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススののの整整整備備備
腐食防止のために両方の端子部にグリスGrafo 112X
スキンオーバーグリス P/N 505-47を薄く塗ってくださ
い。ハーネスのコネクタを交換した場合にはコネクタ内
部にも塗布してください。

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行うううととときききははは必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーーケケケーーー
ブブブルルルををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそののの際際際、、、シシショョョーーートトトををを防防防止止止
すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずずマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルををを先先先ににに取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトののの規規規定定定トトトルルルククク102-108 N·m10.4-11.1
kg.m = 75-80 ft-lb

前後の車輪のホイールナットを 図 56 に示すクロスパ
ターンで規定トルクまで締め付けてください。
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図図図 56

リリリアアアクククスススルルルののの整整整備備備
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

リリリアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様SAE 80W-90 ギアオイル

リリリアアアアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの点点点検検検
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと 初めて使用する前および
200 運転時間ごとに、リアアクスル
のオイル量を点検してください。

後アクスルは内部がつの部分に分かれており、それぞ
れに SAE 80W-90ギアオイルを充填してあります。アク
スルにはオイルを入れた状態で出荷していますが、マシ
ンを始めて運転する前にオイル量を点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 中央のアクスルハウジングから点検プラグを取
り、左右の外側のアクスルケースから補給/点検
プラグを外す図 57 と 図 58。

g001249

図図図 57

1. 点検プラグ 2. 補給プラグ

g001254

図図図 58

1. 点検補給プラグ外側アクスルケース ー 機体左右に各個

3. それぞれのプラグのねじ溝の高さまでオイルがあ
ることを確認する図 57 と 図 58。

4. 量が不足している場合には、以下の作業を行
い さらに

A. 中央のアクスルハウジングに補給する場合
は、補給用プラグを外す図 57。

B. それぞれのアクスルケースの点検プラグ 図
57 と 図 58の穴の下の縁まで、所定の潤滑
油を補給する。

C. 中央のアクスルハウジングの補給用プラグを
外した場合は、プラグのねじ山部に PTFE
テープを巻いてからハウジングに取り付け
る図 57。

5. 中央アクスルハウジングの補給用プラグと左右
の補給/点検用プラグのねじ山部に PTFE テープ
を巻く図 57。

6. 中央のアクスルハウジングと左右の外側のアクス
ルケースにプラグを取り付ける図 57 と 図 58。

リリリアアアアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの交交交換換換
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車する。

2. ドレンプラグ3個の周辺をウェスできれいにぬぐ
う図 59。

注注注 左右に1つ、中央に1つあります。
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図図図 59

1. ドレンプラグ3個

3. 1つのドレンプラグの下に容器を置き、プラグを外
してオイルを抜く。

4. ドレングラグのねじ山部分にロッキングコンパウン
ドを塗りつけてアクスルに取り付ける。

5. 他の つのドレンプラグについてもステップ3 と
4 を行う。

6. 中央のアクスルハウジングから点検プラグを取
り、左右の外側のアクスルケースから補給/点
検プラグを外す。

7. それぞれのアクスルケースの点検プラグのねじ
穴の下の縁まで、所定の潤滑油を補給する潤滑
油の種類については リアクスルの整備 (ページ
51)を参照。

8. 中央アクスルハウジングの補給用プラグと左右
の補給/点検用プラグのねじ山部に PTFE テー
プを巻く図 57と図 58 リアアクスルオイルの点
検 (ページ 51)を参照。

9. 中央のアクスルハウジングと左右の外側のアクス
ルケースにプラグを取り付ける図 57 と 図 58 リア
アクスルオイルの点検 (ページ 51)を参照。

双双双方方方向向向クククラララッッッチチチののの整整整備備備
クククラララッッッチチチ潤潤潤滑滑滑油油油ののの仕仕仕様様様 Mobilfluid 424™

重重重要要要 クククラララッッッチチチにににはははエエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル10W30なななどどどををを使使使用用用ししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににははは磨磨磨耗耗耗防防防止止止剤剤剤ををを始始始めめめ
とととすすするるる添添添加加加物物物ががが多多多くくく、、、クククラララッッッチチチののの性性性能能能ががが阻阻阻害害害ささされれれままますすす。。。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

双双双方方方向向向クククラララッッッチチチののの潤潤潤滑滑滑油油油ののの点点点検検検
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと 初めて使用する前および
200 運転時間ごとに、双方向クラッ
チのオイル量を点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 点検プラグが時計の 4時の位置にくるようにクラッ
チ図 60を回す。

g001527

図図図 60
点検プラグが 12 時の位置に来た状態

1. 双方向クラッチ 2. 点検プラグ

3. 点検プラグを抜く。

注注注 オイルがクラッチの穴まであればよい。

4. 油量が足りなければ双方向クラッチのハウジング
の約 1/3 まで潤滑油を補給する。

5. 点検プラグのねじ山部分に PTFE テープを巻く。

6. クラッチハウジングにプラグを取り付ける。

双双双方方方向向向クククラララッッッチチチののの潤潤潤滑滑滑油油油ののの交交交換換換
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車する。

2. 双方向クラッチの点検プラグの周辺をウェスで
きれいにぬぐう。

3. 点検プラグが時計の 6時の位置にくるようにクラッ
チ図 61を回す。

g001527

図図図 61

1. 双方向クラッチ 2. 点検プラグ

4. 点検プラグを外してオイルを抜き、容器で回収
する。

5. 点検プラグの穴が時計の 4 時の位置にくるように
クラッチを回す。

6. クラッチハウジングのねじ穴の高さまで所定の
オイルを入れる。
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注注注 この状態で、クラッチハウジングの 1/3 がオイ
ルで満たされています。

7. 点検プラグのねじ山部分に PTFE テープを巻く。

8. クラッチハウジングにプラグを取り付ける。

後後後輪輪輪ののの整整整列列列ののの管管管理理理

後後後輪輪輪ののの整整整列列列ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. 平らな場所に車両を移動し、駐車ブレーキを掛
け、キーを抜き取る。

2. ハンドルを操作して後輪を真っ直ぐ前に向ける。

3. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離をアクスルの高さで計測する。

注注注 真っ直ぐ前後方向に向いた状態で後輪にトー
インもトーアウトもなければ正常。

4. 前の測定値と後ろでの測定値が同じでない場合
には以下の手順で調整する

• 2輪駆動モデルについては 後輪のトーイン
(ページ 53)を参照。

• 4輪駆動モデルについては 後輪のトーイン
(ページ 53)を参照。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンン
2輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

1. 左右のタイロッドの両端のジャムナットをゆるめ
る。

2. 右タイヤの中心線からと左タイヤの中心線までの
距離が、タイヤの前後で等しくなるように、タイ
ロッドを回して調整する図 62。

3. 調整ができたら、ジャムナットを締めてタイロッド
を固定する。

g006074

図図図 62

1. ステアリングプレート 2. タイヤの前と後ろで同じ値

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンン
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

1. タイロッドのボールジョイントのつをアクスルの
ブラケットに固定しているコッターピンとキャッス

ルナットを外してボールジョイントをアクスルから
外す図 63。

g006529

図図図 63

1. タイロッド 2. タイヤの前と後ろで同じ値

2. タイロッドのクランプについているジャムナットを
ゆるめる。

3. 右タイヤの中心線からと左タイヤの中心線まで
の距離が、タイヤの前後で等しくなるように、タ
イロッドのボールジョイントを内側または外側に
回して調整する図 63。

4. ボールジョイントを元通りに取り付けてトーインの
確認を行う。

5. 調整ができたら、ボールジョイントをブラケット
に取り付けてキャッスルナットとコッターピンで固
定する。

6. タイロッドのクランプのロックナットとボルトを締
め付ける。

ススステテテアアアリリリンンングググシシシリリリンンンダダダのののマママウウウンンン
トトトのののボボボルルルトトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. 平らな場所に車両を移動し、エンジンを停止して
キーを抜き取る。

2. ステアリングシリンダのボルト4本を65-81 N·m
6.6-8.3 kg.m = 48-60 ft-lbにトルク締めする図
64。
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図図図 64

1. ボルトそれぞれに4本ステアリングシリンダのマウント

走走走行行行ドドドララライイイブブブののの調調調整整整
走行ペダルをニュートラル位置にしても本機が動きだす
ようでしたら、走行カムを調整してください。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整ののの準準準備備備

吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置とととジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドににに必必必要要要ななな能能能力力力:少な
くとも 2トン1900kg
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、駐車ブ

レーキを掛ける。

警警警告告告
機機機体体体ををを確確確実実実ににに支支支えええててておおおかかかななないいいととと、、、何何何かかかののの弾弾弾みみみ
ににに機機機体体体ががが落落落下下下しししたたた場場場合合合ににに極極極めめめててて危危危険険険ででであああるるる。。。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整中中中ははは4輪輪輪全全全部部部
ががが回回回転転転すすするるるのののででで、、、4輪輪輪すすすべべべてててををを床床床かかかららら浮浮浮かかかししし
ててておおおくくく必必必要要要がががあああるるる。。。

2. 十分な能力の装置で機体を持ち上げ、車体フ
レームの下に4台のジャッキスタンドを入れて機
体を支える。

3. 運転席とシートプレートを取り外す 運転席とシート
プレートを取り外す (ページ 40)を参照。

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整
1. 油圧ポンプの右側、コントロールコンソールの下

にある偏芯六角ボルトを探し出す図 65。

g035081

図図図 65

1. 偏芯六角ボルト 3. ニュートラルアーム

2. リテーナナット 4. 右前タイヤ

2. 偏芯六角ボルトを回せる程度にリテーナナットを
ゆるめる図 65。

注注注 ゆるめる程度は、リテーナナットがニュートラ
ルアームの位置を保持できる程度としてください。

3. エンジンを掛ける。エンジンを始動できない場合
は以下を行う

A. 油圧ポンプの右上側にある近接スイッチを
探し出す図 66。

B. 近接スイッチが曲がっていないこと、セン
サーの背中にあるランプが点灯していること
を確認する図 66。

C. 背中にあるランプが点灯していない場合は、
センサーの位置を調整する 近接センサーの
調整 (ページ 55)を参照。

4. 偏芯六角ボルトを右方向に回して車輪が前進回
転を始める位置を捜す。次に、左方向に回して
車輪が後進回転を始める位置を捜す図 65。
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警警警告告告
走走走行行行調調調整整整カカカムムムののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回
転転転さささせせせななながががららら行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。マママフフフラララーーー等等等ののの
高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部可可可動動動部部部ににに触触触れれれるるるととと大大大けけけががが
をををすすするるる。。。

マママフフフラララーーーなななどどどののの高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部、、、可可可動動動部部部ににに
顔顔顔ややや手手手足足足ををを近近近づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

5. ニュートラル範囲の中間に偏芯ボルトをセットし
てリテーナナットを締め付ける。

注注注 この調整を、ローアイドルで行い、次に、ハ
イアイドルにしてニュートラル調整がハイアイドル
でも適切であることを確認してください。

6. ナットを締めて調整を固定する。

7. エンジンを停止する。

近近近接接接セセセンンンサササーーーののの調調調整整整
1. 油圧ポンプの右上側にある近接スイッチを探し

出す図 66。

g035477

図図図 66

1. 近接センサー 5. センサーブラケット

2. すき間2.5-3.6 mm 6. フランジニュートラルアーム

3. 機体の右側 7. 座席下

4. ジャムナット

2. センサーブラケットの両端にあるジャムナットを
ゆるめる図 66。

3. センサーの端とニュートラルアームのフランジとの
すきまが 2.5-3.6 mm になるようにジャムナットで
調整する図 66。

4. ジャムナットを締める図 66。

走走走行行行ドドドララライイイブブブ調調調整整整ののの終終終了了了
1. ジャッキをゆるめて機体を床に下ろす。

2. 運転席とシートプレートを取り付ける; 運転席と
シートプレートを取り付ける (ページ 40)を参照。

3. 試運転を行って調整を確認する。
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ススステテテアアアリリリンンングググススストトトッッップププののの調調調整整整
4輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

後アクスルのステアリングストップは、後輪が何かに
ぶつかったときにステアリングシリンダが許容域を超え
て動かないようにするものです。このストップは、ハン
ドルを右または左にいっぱいに切ったときに、ボルト
の頭部とアクスルのナックルとの間に2.3 mm のすきま
ができるように調整してください。

1. すきまが、2.3 mm になるよう、ボルトを締め込
み、あるいはゆるめて調整します図 67を参照。

g006075

図図図 67

1. ステアリングストップ右側

2. タイロッドのクランプのネジをゆるめる。

3. ボールジョイントを内側または外側に回して、タイ
ロッドの長さを調整する。

4. ボールジョイントを元通りに取り付けてトーインの
確認を行う。

5. 正しいトーインが得られたら、タイロッドのクラン
プのネジを締めてボールジョイントを固定する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や

ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

• マシンを運転するときには、必ず所定のカバーを取
り付けておくこと。

• 手、指、衣服などを、ファンやベルトに近づけな
いように注意すること。

• 保守作業を行う前にエンジンを停止し、キーを抜
き取っておくこと。

冷冷冷却却却液液液ののの仕仕仕様様様
冷冷冷却却却液液液容容容量量量 7.5 リットル

冷冷冷却却却液液液ののの種種種類類類

推推推奨奨奨冷冷冷却却却液液液

注注注 必ずASTM 規格 3306 に準拠した冷却液をお使いください。
グリコールベースの希釈済み冷却液50/50 ブレンド

または

グリコールベース冷却液と蒸蒸蒸留留留水水水の混合液50/50 ブレンド

または

グリコールベース冷却液と上水の混合液50/50 ブレンド

CaCO3 + MgCO3 <170ppm

塩素 <40 ppm (CI)

硫黄 <100 ppm (SO4)
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冷冷冷却却却系系系統統統ととと冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 初めて運転する前

に冷却液の量を確認し、その後は毎
日点検してください。

警警警告告告
車車車両両両ののの使使使用用用直直直後後後はははラララジジジエエエタタターーー内内内部部部ががが高高高圧圧圧ににになななっっっ
ててておおおりりり、、、冷冷冷却却却液液液ははは高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる。。。こここののの状状状態態態ででで
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと大大大やややけけけどどどををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

• 冷冷冷却却却液液液ののの点点点検検検ははは、、、ラララジジジエエエタタターーー本本本体体体のののキキキャャャッッップププををを
開開開けけけててて行行行わわわななないいいこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいいうううちちちはははラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開
けけけななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、15分分分間間間ほほほどどど待待待っっっ
ててて、、、ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷えええてててかかかららら取取取
りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

1. 液量の点検は補助タンクで行う(図 68)。

注注注 タンク側面についている2本のマークの間にあ
れば適正である。
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図図図 68

1. 補助タンク

2. 冷却液が不足している場合には、推奨されてい
る冷却液を適宜補充してください。水水水だだだけけけののの使使使用用用
ややや、、、アアアルルルコココーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系ののの冷冷冷却却却液液液ののの使使使
用用用ははは避避避けけけてててくくくだだださささいいい。。。 入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。

3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

フフフーーードドドのののラララジジジエエエタタターーーのののスススクククリリリーーー
ンンンををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 ほこりやよごれの

多い場所で使用している場合には点
検間隔短くする。

オーバーヒートを防止するため、フードとラジエターの
スクリーンは常にきれいにしておいてください。ラジエ
ターとスクリーンを点検し、よごれていたら清掃してくだ
さい フードのラジエターのスクリーンを点検する (ペー
ジ 57)を参照。

フフフーーードドドとととラララジジジエエエタタターーーのののスススクククリリリーーー
ンンンををを清清清掃掃掃すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと—冷却系統のホースを点

検する。

1500運転時間ごと—可動部分のホースすべて
を交換する。

1500運転時間ごと—冷却系統の内部を洗浄し新
しい冷却液に交換する。

注注注 エンジンがオーバーヒートしてPTOが停止した場合
には、まず最初にフードとラジエターのスクリーンが汚
れていないかを確認してください。汚れを除去してから
運転を再開してください。エンジンはすぐに停止させる
のでなく、無負荷でアイドリングさせてエンジン温度が
下がってから停止させるようにしてください。

ラジエターは以下の要領で清掃します

1. フードを外します。

2. ファン側から低圧のエア1.72 bar = 1.8 kg/cm² =
25 psiで吹いて汚れを落とす水水水洗洗洗いいいしししななないいい。次
に、機体前側から吹き、さらにもう一度ファン側
から吹いて清掃する。

3. ラジエター本体がきれいになったらベース部を清
掃し、溝にたまっているごみを取る。

4. スクリーンを清掃してフードを閉じる。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

使用開始後最初の 50 時間

50運転時間ごと

ブレーキペダルの遊びが 25 mm以上となったり、ブレー
キの効きが悪いと感じられるようになったら、調整を行っ
てください。遊びとは、ブレーキペダルを踏み込んでか
ら抵抗を感じるまでのペダルの行きしろを言います。

初回のオイル交換は運転開始後 10 時間で、その後は
所定運転時間ごと。調整が必要な場合には、ブレー
キケーブルとプレーキペダルの連結部で行います。こ
の部分での調整が不可能になったらブレーキドラム内
部のスターナットを調整してブレーキシューを外側に出
す調整を行います。シューの調整後は、ケーブルの
調整が必要になります。

1. 右ブレーキペダルのロックアームを解除して枚の
ブレーキペダルが独立して動けるようにする。

2. 遊びを減らすブレーキを締めるには、ブレーキ
ケーブルのねじ山の前ナットをゆるめる図 69。

g029519

図図図 69

1. 後ジャムナット 2. 前ジャムナット

3. 後ジャムナットを回してケーブルを後方に移動さ
せてブレーキペダルの遊びが 13-25 mm となる
ようにする。

4. ブレーキペダルの遊びが適切に調整できたら、
前側のジャムナットを締める。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののイイインンンタタタロロロッッックククススス
イイイッッッチチチののの調調調整整整
1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

注注注 駐車ブレーキは掛けない。

2. 駐車ブレーキロッドのノブを外し、次にハンドルタ
ワーのカバーを止めているねじを外す図 70。

g035079

図図図 70

1. ステアリングタワーのカバー 3. スイッチ取り付けねじ

2. 駐車ブレーキのノブとロッド 4. カバー取り付けねじ

3. カバーを上にスライドさせて駐車ブレーキスイッ
チを露出させる図 71。

4. 駐車ブレーキスイッチを固定しているねじとナット
タワーの左側をゆるめる図 70。

5. 駐車ブレーキのロッドのパドルとスイッチのプラ
ンジャとを整列させる図 71。.
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図図図 71

1. 駐車ブレーキのインタロッ
クスイッチ

2. パドル駐車ブレーキのロッド

6. 駐車ブレーキロッドを押し下げ、スイッチが押し上
げられてプランジャが圧縮された時のプランジャ
の長さを 0.76 mm とする図 71を参照。

注注注 これが、プランジャのハウジングの上端から
パドルの表面までの距離となる。

7. スイッチを固定しているネジとナットを締める。
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8. 駐車ブレーキをセットした状態で、マルチメータ
を使ってスイッチの導通を見る。導通があれば
スイッチの位置は適正である。

注注注 導通がない場合はスイッチを少し下げて導通
が出たところで固定ネジを締める。

9. 以下の要領で駐車ブレーキのインタロックスイッチ
の動作を点検する

A. 駐車ブレーキを掛ける。

B. エンジンが掛かっていて PTOスイッチが OFF
位置の状態で走行ペダルを踏み込む2秒以
内にエンジンが停止すれば正常である。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合はははイイインンンタタタロロロッッッ
クククののの故故故障障障ででであああるるる。。。必必必ずずずイイインンンタタタロロロッッックククををを修修修理理理ししし
てててかかかららら運運運転転転すすするるるこここととと。。。

10. タワーのカバーとロッドのノブを元通りに取り付
ける。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

ベルトに磨耗や損傷が発生していないか点検する。

注注注 磨耗や破損が見られた場合はベルトを交換する。

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトのののテテテンンンシシショョョ
ンンン調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと
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図図図 72

1. オルタネータ 2. 取り付けボルト

1. プーリとプーリの中間部でベルトを指で4.5kg程度
の力で押して点検する。

• ベルトのたわみが 10 mm 程度であれば適
正。

• ベルトのたわみが 10 mm を超える場合には
ステップ 2へ進む。

2. オルタネータの取り付けボルトをゆるめる図 72。.
3. オルタネータベルトの張りを調整し、ボルトを締

め付ける図 72。
4. ステップ 1-3を繰り返してベルトの張りを適性値

に調整する。
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PTO ベベベルルルトトトののの整整整備備備

PTO ベベベルルルトトトののの張張張りりりののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

使用開始後最初の 50 時間

200運転時間ごと

1. エンジンを停止して、駐車ブレーキを掛け、イグ
ニッションスイッチからキーを抜き取る。

2. フードを開けてエンジンが冷えるのを待つ。

3. テンションロッドのジャムナットをゆるめる図 73。
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図図図 73

1. ベルト張りスプリング 3. テンション調整ボルト

2. テンションロッドのジャム
ナット

4. テンションスプリングの調整には½"のレンチを使
う図 73。スプリングの長さが 73 mm になるよう
に調整する。

5. ジャムナットを締める。

PTO ベベベルルルトトトののの交交交換換換
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、刈

り込みデッキを降下させ、エンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. フードを開けてエンジンが冷えるのを待つ。

3. テンションロッドのジャムナットをゆるめる図 73。
4. ½"のレンチを使ってテンションスプリングを完全に

ゆるめる図 73。
5. PTO プーリをエンジン側に回しながらベルトを

外す。

6. 新しい PTO ベルトを取りつけ、プーリスプリン
グの長さが 73 mm になるように張りを調整する
図 73。

7. ジャムナット (図 73) を締め、フードを閉める。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

PTO クククラララッッッチチチのののすすすきききまままののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

2. フードを開けてエンジンが冷えるのを待つ。

3. クラッチのライニングと摩擦プレートとの間の
ギャップを 0.38 mm のすきまゲージが通れるよう
に調整する図 74。

注注注 調整ナットを右に回すと隙間が小さくなる図
74。整備時の隙間の最大値は 0.76 mmである。
3 か所すべてでエアギャップの調整を行う。
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図図図 74

1. クラッチ 4. 電気コネクタ

2. 0.38 mm のエアギャップ
3ヵ所

5. PTO ベルト

3. 調整ナット3個

4. 3 ヶ所めのエアギャップが調整できたら、もう一度
3 ヶ所全部を点検する。

注注注 1 か所を再調整すると他の 2 ヶ所の調整も変
わるので注意すること。
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走走走行行行ペペペダダダルルルののの調調調整整整

走走走行行行ペペペダダダルルルのののススストトトッッップププののの調調調整整整

オペレータの体格に合わせて走行ペダルの調整を行
うことができるほか、前進速度を小さくしたい場合もこ
のペダルで調整します。

1. 走行ペダルを前進一杯に押し込む図 75。

注注注 ポンプがフルストロークに達する前に、ペダル
ストップに当たることが必要です。

g034172

図図図 75

1. 走行ペダル 3. ジャムナットフットレストプ
レート上部

2. 走行ペダルストップ

2. 走行ペダルがストップに接触しない、または走行
速度を今よりも遅くしたい場合には、以下を行う

A. レンチでペダルストップを押さえる図 75。
B. フットレストプレートの底部についているジャ

ムナットをゆるめる図 76。
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図図図 76

1. 機体前方 2. ジャムナットフットレストプ
レート下部

C. 走行ペダルを前進一杯にする図 75。
D. ペダルストップを押さえておいて、フットレスト

プレートの上側にあるジャムナット図 75を調
整して走行ぺダルをストップに接触させる。

E. ペダルストップを左に1回転させて、フットレ
ストプレート上側のジャムナットよりも上側の
長さを長くする。

注注注 ペダルストップを短くすると前進速度が
大きくなります。

F. ペダルストップを押さえた状態でフットレスト
プレート底部のジャムナット図 75 と 図 76を
37-45 N·m 3.7-4.6 kg.m = 27-33 ft-lb にト
ルク締めする。

G. ポンプがフルストロークに達する前にペダル
ストップに当たることを確認する。

注注注 ポンプがフルストロークに達する前に、
ペダルストップに当たってしまう場合は、ス
テップ A~Gをもう一度行うか 走行ロッドの調
整 (ページ 62)を参照する。
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走走走行行行ロロロッッッドドドののの調調調整整整

走行ペダルをさらに調整する必要がある場合には、以
下の要領で走行ロッド図 77を調整する

1. 走行ロッドの端部をペダルに固定しているボル
トとナットを取り外す。

2. ロッドの端部を走行ロッドに固定しているジャム
ナットをゆるめる図 77。

3. ロッドを回して適当な長さにする。

4. ジャムナット図 77を締め、ボルトとナットでロッ
ド端を走行ペダルに固定してペダルの角度を固
定する。
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図図図 77

1. ロッドの端部 3. 走行ロッド

2. ジャムナット

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門

医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経
験のある施設で数時間以内に外科手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイルタンクに高品質油圧オイルを満たして出
荷しています。

油油油圧圧圧系系系統統統容容容量量量5.6 リットル

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの仕仕仕様様様

Toro プププレレレミミミアアアムムムトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン/油油油圧圧圧トトトラララクククタタタオオオイイイルルル 19 リッ
トル缶または208 リットル缶。パーツカタログまたは代理店
でパーツ番号をご確認ください。

使用可能な他のオイルToroオイルが入手できない場
合は、以下に挙げる特性条件および産業規格を満た
す石油系のユニバーサルトラクタ油圧オイルUTHFを
使用することができます。合成オイルの使用はお奨め
できません。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。
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物物物性性性:
粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 55 - 62

cSt @ 100°C 9.1 - 9.8

粘性インデックス ASTM
D2270

140-152

流動点, ASTM D97 -37°C - -43°C
産業規格

API GL-4, AGCO Powerfluid 821 XL, Ford New Holland
FNHA-2-C-201.00, Kubota UDT, John Deere J20C,
Vickers 35VQ25, および Volvo WB-101/BM

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro 代理店へ。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルにににつつついいいててて

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの整整整備備備のののたたためめめののの準準準備備備
1. 平らな場所に停車して駐車ブレーキを掛ける。

2. 全部のコントロール装置をニュートラル位置にして
エンジンを始動する。

3. エンジンをできるだけ低い速度で回してシステム
内のエアをパージする。

重重重要要要 PTO ははは作作作動動動さささせせせななないいいこここととと。。。

4. ハンドルを左右いっぱいに何回か切り、その後
にまっすぐ前進方向に向ける。

油油油圧圧圧系系系統統統ととと油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

注注注 トランスアクスルのハウジングが油圧オイルタン
クの役割を果たします。

1. デッキを上昇させてデッキ昇降シリンダが伸びた
状態とし、エンジンを停止し、キーを抜き取る。

2. トランスアクスルの補給口についているディップ
スティック付きキャップ図 78をゆるめてディップス
ティックを抜き取り、ウ ェスできれいに拭う。

g034075

図図図 78

3. 補給口にディップスティックを差し込んでねじ部
を最後まで締めこむ。

4. ディップスティックを抜いて油量を点検する図 79。

g034080

図図図 79

5. オイルレベルがディップスティックの最低マークよ
り低い場合は、所定の油圧オイルを補給口図
80から補給する。規定範囲の中間部分までオイ
ルを入れるようにする図 79。

重重重要要要 デデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの高高高マママーーーククク以以以上上上にににオオオイイイルルル
ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

g034079

図図図 80

6. ディップスティックキャップを取り付ける。

注注注 キャップをレンチで締め付けないこと。

7. オイル洩れがないかホース部と接続部をすべて
点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間—油圧オイル

フィルタを交換する。 油圧システムを
保護するため、この初回交換は必ず
10 運転時間までに行ってください。
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200運転時間ごと—油圧オイルフィルタを交換す
る。

1500運転時間ごと—油圧オイルを交換する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量約 5.6 リットル

1. デッキを床面まで下降させエンジンを停止し、
キーを抜き取る。

2. 後輪をつともブロックする。

3. 前アクスルの左右か所でジャッキアップし、ス
タンドで支える。

4. 油圧フィルタを交換する図 81。

注注注 オオオイイイルルル受受受けけけ容容容器器器ののの大大大きききさささ5.6 リットル以上.

g034076

図図図 81

5. ジャッキスタンドを外し、機体を床に降ろす。

6. 補給管から所定の油圧オイルを入れる図 80。ト
ランスアクスルハウジング油圧オイルケース内部
のオイル量がディップスティックで測ったときに適
正範囲の中間位置になるまで入れる図 79。

重重重要要要 デデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの高高高マママーーーククク以以以上上上にににオオオイイイルルル
ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

7. エンジンを始動し、ハンドル操作と刈り込みデッ
キの昇降動作を何度か行い、オイル洩れがない
か点検する。エンジンを約5分間運転した後、
エンジンを停止する。

8. 2分後、油圧オイルの量を点検する 油圧系統と
油圧オイルの量を点検する (ページ 63)を参照。

保保保管管管
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン

ジンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に
停止したのを確認する。

2. カッティングデッキやエンジンを含めた機体全体
をていねいに洗浄する。特に以下の部分を重点
的に洗浄する

• ラジエターとラジエタースクリーン

• デッキの裏側

• デッキのベルトカバーの裏側

• PTO シャフトアセンブリ

• グリス注入部やピボット部

• コントロールパネルを外してボックス内部

• 運転席シートプレートの下とトランスミッショ
ンの上面

3. タイヤ空気圧を点検修正する タイヤ空気圧を点
検する (ページ 27)を参照。.

4. 刈り込みブレードを取り外し、研磨とバランス調
整を行って再取付する刈り込みデッキのオペレー
ターズマニュアル を参照。

5. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

6. グリス注入部、ピボット部、トランスミッションの
バイパスバルブのピンをグリスアップする。余分
のグリスやオイルはふき取る。

7. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルとフィルタの交換を行う エンジンオ

イルとフィルタの交換 (ページ 45)を参照。

2. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

3. エンジンを停止する。

4. 燃料タンク、燃料ライン、ポンプ、セパレータ
から燃料を抜き取る。

5. 燃料タンクの内部をきれいな燃料で洗浄し、ライ
ンを元通りに接続する。

6. エアクリーナアセンブリの整備を行う エアクリー
ナの整備 (ページ 43)を参照。

7. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
性のマスキングテープでふさぐ。

8. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

9. 不凍液の量を確認し、保管場所の最低気温を
考慮して必要に応じ不凍液の濃度を調整・補給
する。
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10. オイルタンクと燃料タンクのフタが締まっているの
を確認する。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
• バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

1. バッテリーの接続を外すときにはマイナス
ケーブルを先に外し、次にプラスケーブルを
外してください。

2. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重曹
水とブラシで洗浄する。

3. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

4. 本機を30日間以上にわたって格納保管する
場合には、バッテリーを機体から外して充電
する。

注注注 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電してください。

注注注 バッテリーの充電は、火花や火気のない
換気の良い場所で行ってください。バッテリー
と充電器の接続や切り離しを行うときは、充
電器をコンセントから抜いておいてください。
また、安全な服装を心がけ、工具は確実に
絶縁されたものを使ってください。

• 充電終了後は、機体に取り付けて保存する。

• 機体に取り付けた状態で保管する場合は、ケーブ
ルを外しておいてください。

• 温度が高いとバッテリーは早く放電しますので、涼
しい場所を選んで保管する。

• バッテリーの凍結を防止するため、満充電して
ください。完全充電したバッテリー液の比重は
1.265-1.299 になる

65
 



EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”) は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたが居住する国の外にあなたの個人情報を移動させる場合、弊社は法に則った手続きでそれを行い、あんたに関わる個人情報が適切
に保護され、また適切に取り扱われるように細心の注意を払います。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる権
利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社によるあなたの個人情報の取り扱い方法に
関して懸念をお持ちの場合は、ご自身で直接弊社にお尋ねくださるようにお願いいたします。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

WARNING: Cancer and Reproductive Harm—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへ https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製
品に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご
覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイー
ル、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散
布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。 通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーのみ2年経過後は日割り計算とします。詳細につ
いてはバッテリーのサービスマニュアルを参照のこと。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。 摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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